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１１月１日の全校朝会では、１１月１１日開催の串間市 

小中学校音楽会に向けたリハーサルも兼ね、３・４年生に 

よる音楽発表がありました。発表曲「残酷な天使のテーゼ」 

は、往年（２０年以上前）のアニメの名曲です。 

「校長先生の挑戦７」では、修学旅行で出会ったものを 

いくつか紹介し、中でも「県立美術館」で出会った２人の 

画家の作品について少し詳しく話をしました。 

 左下の写真は、ポール・シニャックの「サン・トロぺの松林」を鑑賞している様子 

です。「点描」という技法で描かれています。シニャックが描きたかったのは、陽光あ 

ふれる南フランスの色鮮やかな風景でした。絵具ではとても表せそうにない目の前の 

まさに色とりどりの色。それを表現するには、色を混ぜて作るしかありません。しか 

し、絵具の色は、混ぜれば混ぜただけ鮮やかさを失い、沈んだ色になってしまいます。 

             そこで考えたのが、鮮やかなままの小さな点で絵を描 

き、それを離れたところから見ると隣同士の色が混ざっ 

て見えるという現象＝「視覚混合」を利用するというこ 

とでした。パレットで絵具を混ぜるのではなく、見る人 

の目の中（視覚の中）で混ぜる。「それって本当なの？」 

と思われるかもしれませんが、テレビ画面をよく見ると 

青緑赤の小さな光の点の集まりである事が分かります。 

右下の写真は、ルネ・マグリットの「現実の感覚」を鑑賞している様子です。巨大 

な岩がぽっかりと空に浮かんでいる不思議な風景を描いた作品で、「とても重そうな岩 

がふわふわと空に浮かんでいる！何故？」と、特に、子どもたちから人気です。 

この作品は、デペイズマンという手法で描かれています。 

ある携帯電話会社のＣＭに出てくる有名な家族。娘さん、 

お母さん、お兄さん、そして、お父さんは何故か白い犬。 

「白い犬！何故？」このように、デペイズマンは、見慣れ 

たものの中にあり得ない組み合わせの何かを加えることで 

見る人の心を揺さぶる手法です。美術に限らず映画や文学、 

ＣＭを含めた映像表現等、幅広く活用されています。 

 画家たちは、自分が表したいものを描くために様々な工夫をしたり、その技術を磨 

いたりしてきました。そして、その挑戦は、時に作品の中だけにとどまらず、私たち 

の生活を豊かにする「何か」を、時代に先駆けて示唆する存在ともなっています。 

 

 

 

               １０月２３日は、市木浜クリーン大作戦がありました。 

今、叫ばれている「ＳＤＧｓ」で言えば【⑫つくる責任、 

つかう責任】、【⑭海の豊かさを守ろう】の項目にあては 

まりそうです。しかし、この活動がスタートした頃は、 

まだ、「ＳＤＧｓ」という言葉はなかったことと思います。 

大切なのは、言葉ではなく、自分が、そして、みんなが 

幸せになることを願い、行動を起こすことだと思います。 

「校長先生の挑戦７：画家たちの挑戦」 

市木浜クリーン大作戦に参加しました。 



 

 

 

              １１月４日に、シェイクアウトを実施しました。シェ 

イクアウトとは、２００８年にアメリカで始まった一斉 

防災訓練のことです。現在は、日本でも幅広く実施され 

ています。一斉訓練ということで、毎年、市木保育所と 

合同で実施しています。市木小の子どもたちは、前回よ 

り 1分も早く避難を完了することができました。               

              

 

 

 １１月３日は、３年ぶりに串間市民秋祭りパレードが開 

催され、子どもたちがパレードに参加しました。３年ぶり 

ということで、市木小として参加したことのある職員は一 

人もおらず、準備から手探り状態での参加となりました。 

当日は、１～２年生が運動会で踊ったダンス「ツバメ」 

を、３～６年生が「市木ソーラン節」を元気に披露し、沿 

道からの大きな声援や拍手を受けていました。 

 

 

              

１１月１１日は、３・４年生の音楽会でした。今年の 

発表曲は「残酷な天使のテーゼ」。子どもたちは、緊張し 

ながらも、自分たちの演奏を立派にやり遂げてくれまし 

た。スケジュールの関係で、例年行われる自衛隊による 

演奏は実施されず残念でしたが、子どもたちは、大きな 

ステージでスポットライトを浴びるという得難い経験を 

することができました。 

１１月１８日は、５年生がキャリア教育ワークショップ 

に取組みました。昨年度は、ふれあい体験のプログラムの 

一つとして実施されたワークショップ。今年は、単独の行 

事となりました。市内１０の事業所が参加し、仕事内容や 

思いを子どもたちに語ってくれました。ふれあい体験時の 

班で活動しましたので、班での協力もばっちりできました。 

 

 

 

１１月１０日は、臨時の全校集会がありました。特別支援教育支援員の由里汐里先 

生が、お産のためお休みされるということで、そのお別れ会でした。年齢が近いこと 

もあり、子どもたちにとっては一番身近な存在であったことと思います。ぜひ、元気 

な赤ちゃんを無事出産されることをお祈りしたいと思います。また、市木小に帰って 

来られる日を楽しみにしています。 

 
 

１２月の行事予定 

１日 学力テスト（宮崎・串間）人権集会  １５日 認知症サポーター講座 

２日 学力テスト（宮崎・串間）クラブ活動 １６日 避難訓練（火災） 

７日 参観日（持久走・柱松）       ２３日 終業式 

由里先生お世話になりました。元気な赤ちゃんを！ 

久しぶりの秋祭りパレード、元気に参加してきました。 

３・４年生は音楽会！５年生はキャリア教育ワークショップ！ 

シェイクアウト！保育所と合同避難訓練実施しました。 



 


